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「みる・つなぐ・動かす

～保健師の原点から住民とともに創る未来」
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本日のお話

１．保健師の仕事とは

２．保健師の教育の現場から

３．「みる・つなぐ・動かす」を実践するために

４．保健師に期待される役割
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保健師は黒子？
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• くろ‐ご【黒▽衣／黒子】

１． 歌舞伎で、俳優の演技や舞台進行の介添えをする人が着る黒い衣装。

また、その人。人形浄瑠璃では、人形遣いが着る黒い衣装。くろんぼう。

黒具 (くろぐ) 。

２ ．表に出ないで物事を処理する人。陰で支える人。「黒衣に徹する」

３ ．大坂で、俄 (にわか) が流して歩くときにかぶった黒頭巾 (くろずきん) 。



こんな保健師になっていませんか？
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ケアシステムは保
健師が構築しなく
てもいいのでは？

健診とか所内の
事業に追われて
地域に出ていく時
間がないわ

個別の対応
は得意だけど
ケアシステム
はあまり・・・

国から降りてく
る仕事をこな
すだけで時間
がない・・・



あなたにはある？保健師の資質

• 健康や病気の予防に興味がある

• 人の役に立つとうれしい

• はじめての人とでも気軽に話せる

• いろいろ調べるのが好き

• 観察するのが得意

• 論理的・客観的に考えられる

• さまざまな人の考えや気持ちを受け入れられる

• アイデアをめぐらして、いろいろと工夫するのが好き

• 目の前のことだけでなく、ものごとの全体を見渡すのが好き

• 責任感がある

• 保健師になりたいという熱意がある

全国保健師教育機関協議会監修；保健師まるごとガイド,ミネルヴァ書房,2012
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保健師の仕事とは

• 個人・家族をケアするだけでなく、その背景にある
社会の問題を察知し、原因を探索して根本的な解
決を図っていく仕事。

• 問題を解決していくためには、個人や家族をケアす
ると同時に、問題の原因や広がり、深刻さを探索し
ながら地域社会・職場全体に働きかけて解決してい
く高度な能力が求められる。
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全国保健師教育機関協議会監修；保健師まるごとガイド,ミネルヴァ書房,2012



保健師の行う看護管理

• 保健師の行う「看護管理」とは：ヘルスプロ
モーションの理念に基づき、公衆衛生看護活
動を通して「地域住民自らが、自らの健康課
題の解決・健康管理」ができるように支援する
とともに、それらの個々の課題を、集団の健
康課題として捉え、政策（組織）提言に結びつ
ける一連の活動である。

担当する地域や対象集団が、より
健康であるためには、どのような取
り組み・活動が必要か？

担当する地域や集団には、何が
足りていて、何が不足しているの
か？
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国家試験出題基準【公衆衛生看護方法論Ⅱ】
（地域組織・地域への支援、事業化と施策化）

大項目 中項目 小項目

６．地域ケアシ
ステムの構築

Ａ．地域ケアのシステム
化

ａ．地域ケアシステムの概念
ｂ．地域ケアシステムの発展過程
ｃ．ケアの連続性と継続性

ｄ．共通認識・合意の形成と目標の設
定
ｅ．連携する関係者・機関の役割と機能

Ｂ．ネットワークの形成と
ケ アコーディネーション

ａ．関係者・機関との連携・協働、パート
ナーシッ プ
ｂ．連携のための会議の企画・運営

Ｃ．地域ケアシステムの
評価

ａ．ネットワークによる実践・評価の体
制づくり
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目標Ⅳ．保健医療福祉における地域ケアシステム
の構築について基本的な理解を問う。

保健師助産師看護師国家試験出題基準 平成30年版



保健師に求められる実践能力と
卒業時の到達目標と到達度

実践能力 大項目 中項目 小項目

Ⅰ．地域
の健康
課題の

明確化と
計画・立
案す る能
力

１．地域の健
康課題を明ら
かにし、 解決・

改善策を計
画・立案する

Ｂ．地域の顕在
的、 潜在的健

康課題を見いだ
す

8.顕在化している健康課題を明確化する
9.健康課題を持ちながらそれを認識して
いない・表出しない・表出できない人々を
見いだす
10.潜在化している健康課題を見出し、今
後起こり得る健康課題を予測する
11.地域の人々の持つ力（健康課題に気

づき、解決･改善、健康増進する能力）を
見いだす

C．地域の健康
課題に対する

支援を計画・立
案する

12.健康課題について優先順位を付ける
13.健康課題に対する解決・改善に向けた
目的・目標を設定する
14.地域の人々に適した支援方法を選択
する
15. 目標達成の手順を明確にし、実施計
画を立案する
16. 評価の項目・方法・時期を設定する
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保健師教育の内容と方法について
＜保健師に求められる能力＞
〇保健師に求められる ５ つの実践能力のうち 、「 地域の健康水準
を高める社会資源開発・システム化・施策化する能力」について、地
域の特性や住民のニーズに応じた計画的で創造的な活動の展開に
おける事業化の重要性を踏まえ、「事業化」を追加した。

〇地域包括ケアシステム等の構築において、保健師の役割の重要性
が増していることから「ケアシステムを構築する」を中項目に追加した。
また、保健師活動の基本理念として「倫理的課題に対応する」を中項
目に追加し、構成要素及び卒業時の到達目標にも項目として明記し
た。

○行政、学校、事業所等において、社会や組織の変革を促進するた
めには、集団を組織化し、社会資源を開発する実践能力が重要であ
ることから、到達度を示すにあたり、「集団／地域」を「 地域 （集団組
織 」に修正した。

看護基礎教育検討会報告書（案）より抜粋
第 10 回看護基礎教育検討会 資料２ 令和元年９月 30 日
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〇卒業時の到達度については、教育現場において、双方向性の講義
やシミュレーション 等を活用した演習、実習と連動した演習等により、
更なる教育方法の工夫等が推進されることを勘案し、到達レベルを見
直した。

〇職場生活集団及び学校生活集団の健康を守るための実践能力を
強化する必要性等から、保健師の活動の場として産業保健・学校保
健を到達目標の小項目に追記するとともに、産業保健・学校保健も含
む内容となるよう、全体的に表現を見直した。

〇健康危機管理における災害対応で、直ちに必要とされる能力につ
いて、到達レベルを全面的に引き上げた。

看護基礎教育検討会報告書（案）より抜粋
第 10 回看護基礎教育検討会 資料２ 令和元年９月 30 日

保健師教育の内容と方法について
＜保健師に求められる能力＞



○昨今の災害の多発、児童虐待の増加等により減災や健康危機
の予防・防止が重要となっている中、疫学データ及び保健統計等
を用いて地域をアセスメントし、 それらの予防や防止に向けた支
援を展開するととともに、 健康課題への継続的な支援と社会資源
の活用等を実践する能力の強化が求められていることから、事例
を用いた演習等の充実を図るため、 「 公衆衛生看護学 」 を現行
の16単位から２単位増の18単位とした。

○ ケアシステムの構築や地域ニーズに即した社会資源の開発等
を推進するために、 施策能力の強化を目指し、政策形成過程に
ついて事例を用いた演習等の充実を図るため、「 保健医療福祉
行政論 」 を現行の３単位から１単位増の４単位とした。

保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正案
＜主な改正点＞

看護基礎教育検討会報告書（案）より抜粋
第 10 回看護基礎教育検討会 資料２ 令和元年９月 30 日



１）教育の基本的考え方
○対象集団の顕在・潜在している問題を把握する能力の強化、地域包括ケアシ
ステム等の構築に向けて施策化する能力の強化、大規模災害や感染症等の健
康危機管理能力の強化の必要性等を踏まえて、記載内容を修正した。

２）留意点
〇産業保健・学校保健における活動の展開や、健康危機管理能力、施策化等
の求められる能力を演習を通して強化することを追記した。
〇臨地実習については、保健活動の場が多様化していることから、保健所・市
町村を含むことを前提としつつ、産業保健や学校保健を含む多様な場で学生が
主体的に取り組むことができる実習を行うこと、個人・家族への支援の評価に基
づいた訪問を含む継続的な保健指導を行うことを追記した。
○また、実習前後の講義や演習における教育内容・方法の工夫を図る余地が
あると考えられることから、臨地実習に加えてこれらの工夫が一層推進されるよ
う留意点に追記し、各養成所における実習施設の確保困難等の現状も勘案して、
臨地実習の単位数は現状維持とした 。

看護師等養成所の運営に関する
指導ガイドラインの改正案
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あなたは「ＰＤＣＡ」を回していますか？
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・「PDCA」を回して成果を出したいと思っているの
だけれども、なかなかうまくいかない。
・「PDCA」のP（計画）とD（実施）はもちろんできて
いるのだけど、C（評価）とA（改善）の部分ができて
いないように感じる。

目的・目標が明確
になっているか？

計画が、目標達
成までの道筋に
なっているか？



「ＰＤＣＡ」ができているかをチェック！
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□なぜ、この事業をするのかが言えますか？
□保健師の専門性は何ですか？
□あるべき住民の姿をイメージできますか？
□‘すべき目標’を立てていますか？
□変えるべきところが明確になっていますか？
□個人ではなく、チームで取り組んでいますか？
□チーム内で常に会話する時間をつくっていま
すか？
□できないことを、部署や個人レベルの問題に
すり替えていませんか？

あなたは
「PDCA」が回

せています
か？

PDCAが面白いほどできる本，p6を一部改変



PDCAサイクル

PLAN

（計画）

DO

（実施）

CHECK

（評価）

ACTION

（改善）

現状分析により、活動・
事業の計画を立てる。

目標を立てる

活動・事業の目標がど
の程度到達できたかを

評価する。

評価結果
から、活
動・事業
の改善を
図る。

これだけを
行っていては、
仕事を「こな
す」ことになっ
てしまう

どのような地域にしたいのか？
どのような住民になってほしいのか？



PDCAサイクルと評価

PLAN

（計画）

DO

（実施）

CHECK

（評価）

ACTION

（改善）

・地区診断、課題整理
・目的・目標設定
・対象者決定
・実施計画

・企画評価（インプット、
ストラクチャー評価）

・実施評価（アウトプット）
・結果評価（アウトカム）

・課題整理
・改善

目的・目標を
到達するため
の実施

公衆衛生看護活動における評価の現状と課題，図1を一部改変



「評価」が必要なのはなぜか？
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どのような対象にどの程度寄与できたかという事業の信頼性の担保（活
動の成果）とそれを立証するため

根拠に基づく活動の見直しを行い、活動の改善を行う

住民に対する説明責任を果たす
アカウンタビリティ（accountability）

・サービス提供側の判断や判断に基づく行動を社会（住民）に
説明する義務がある。
・提供側が何をしているのか、なぜその事業なのか、何が住
民の利益につながるのかを説明しないことは、健康に関わる
専門職として責任を果たせない。



「評価」が必要なのはなぜか？

• 健康に関わる専門職としての責任

• 活動の目的・目標を設定する。

• 活動を評価する。

仕事を「こなす」のではなく、
事業・活動の

「目的を達成する」

「この事業を自分は何のために行っているのか？」「どうしてこの
活動を行おうと思ったのか？」「住民にどうなってほしいと思って
事業を始めたのか？」を考える。
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評価により期待されること

 担当者同士で事業を振り返り、業務の進行管理に役立つ

 異動の際の業務の引継ぎや活動の方向性の確認に役立つ

 他職種や関係機関、住民組織等との情報共有・活動の方向
性の確認に役立つ

 活動の成果から、事業の根拠が明らかになる

 活動の意義が「見える化」できる

23

評価：課題・目標を設定し、それがどこ
まで達成されたかを測る

事業の根拠や活動の成果が明らかになり、
スクラップ＆ビルドの視点がもてる
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＜保健師の保健活動の基本的な方向性＞
「地域における保健師の保健活動に関する指針」より抜粋
１．地域診断に基づくPDCAサイクルの実施

・調査研究、統計情報等に基づき、住民の健康状態や生活環境の実態を把
握する。

・健康問題を構成する要素を分析し、健康課題を明らかにする。

２．個別課題から地域課題への視点及び活動の展開

・地域特性を踏まえて、集団に共通する課題を総合的に捉える。

・住民や組織同士をつなぎ、自助及び共助など住民の主体的な行動を促進
する。

３．地区活動に立脚した活動の強化

・積極的に地域に出向き、地区活動により、住民の生活の実態や健康問題
の要因を把握する。

・ソーシャルキャピタルの醸成を図り、住民と協働し主体的かつ継続的な健
康づくりを推進する。

４．部署横断的な保健活動の連携及び協働

・必要に応じて部門や部署を越えて課題等を共有し、健康課題の解決に向
けて共に検討するなど、部署横断的に連携し協働する。
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保健師活動指針で保健師に求められている活動

• 個別課題から地域の課題を総合的に捉える視点を
もって活動すること

• 予防的介入の重視

• 地区活動を通して住民の生活実態を把握し、また住
民と協働して主体的な健康づくりを推進すること

• 地域特性に応じた健康なまちづくりの推進

• 横断的な保健活動の連携および協働
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保健師活動を展開するために

１．地域診断によるニーズの把握
・実地調査、統計分析、住民や関係機関からの意見の分析などにより、地域の
現状とニーズを把握する。

２．目的・目標の設定
・目的：健康にどのような形で貢献するか（成果）を表現したもの

・目標：目的を成就させるための条件

３．評価計画、評価指標の設定
・個人レベルの評価指標、集団レベルの評価指標、ケアシステムレベルの評価
指標

・事業レベル、施策レベル、対策レベルの評価指標

・企画評価、実施評価、結果評価

４．事業計画
・１つ１つの事業がどの目標達成に寄与する事業なのか

・目標達成するために有効に事業運営するためにどのような実施計画が必要か
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・すべての住民が地域・生活の場で、自分らしく暮らし続けるための
「切れ目のない支援」としてのシステム構築が地域に求められている。
・地域の特性と健康課題を明らかにし、関係機関と連携し、課題を共
有し、医療と看護・介護の多職種をつなぐ。
・地域特性に合わせた在宅医療の推進、地域包括ケアシステムの構
築のための計画を作成し、推進するには保健師が計画策定に関与す
ることが不可欠。
・地域包括支援センター、訪問看護ステーションなど、多機関、多職種
が情報共有できる環境づくりなどの基盤整備等が保健師に期待され
ている。
・健康課題を出発点に、既存の組織や制度等活用し、すべての住民
が住み慣れた地域で、その人らしい生活が継続できるように、何が必
要なのかを繰り返し考えてきた保健師の力を発揮する。

地域包括ケアシステム構築と保健師の役割



今後の保健師に期待されること

• これまで、地域における活動を保健師が中心に行っ
てきた蓄積を活かす。

• 看護職の強みである、医療、介護との連携のしくみで
中心的な役割を果たす。

• 他職種、住民に保健師の必要性・存在意義を伝える。
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地域を知っているのは保健師
地域に必要な職種であることを

アピールしましょう！


